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      はじめに

当社は、カイシンエレクトロニクス㈱ (EA21登録番号：0001910) と カイシングループを構成して、

       電気・電子機器、機械装置・器具の部品から完成品の製造及び自動組立・試験装置、等の受託製品

       並びに自社製品の設計・開発から加工、部品調達、組立試験、修理・アフターサービスを行っております。

板金加工で培った永年の経験と画像処理技術を駆使して設計・開発、板金加工、精密部品加工を糧に

       無限の可能性に挑戦し、お客様の“アイデアを実現”  をビジョンとして提案型企業を目指しております。

       

   １．組織の概要

１）組織名及び代表者名

カイシン工業株式会社　　代表取締役　堀　豊

２）事業所名及び所在地

駒沢工場 〒381-0008　長野市大字下駒沢800-10

穂保工場 〒381-0003　長野市大字穂保436-15

新潟工場 〒959-0232　新潟県燕市吉田東栄町15番2号

豊野工場 〒389-1104　長野市豊野町浅野字欠髙1836-1

開発部 〒381-0008　長野市大字下駒沢五反田793-1

３）事業の内容

  各種板金加工、金型の設計・製作及び精密機械加工、受託製品並びに自社開発製品

の設計開発から製造・販売

４）事業の規模

・敷地総面積 18,267㎡

・建物総面積 7,865㎡

・総従業員数 223名 (23年3月末現在)

５）当社の製品

“新型無人受付機　ウェルタッチ” 

   ご来訪者様をタッチパネルにより、御案内いたします。

  部門・部署を指定した呼び出しに加え、対応者の名前で直接検索

も可能にして、誰でも容易にご使用できますので、受付業務の改善にお使いいただけます。

　ウェルタッチは、弊社従来製品に比べ、消費電力７０%削減。また、夜間の通電をＯＦＦにする機能に

より、無駄な電力消費を無くしております。

“宅配BOX ”

   ネット通販の利用が広がる中で、商品の再配達による環境負荷

低減を目指して、使い勝手の良い宅配BOXです。

    机の上を広く使えるように設計致しました

ノートパソコン用の“らくらくスタンド”は、

お使いいただいた皆様から、机の上が広くなったとご好評をいただいております。

【お問い合わせ先】 総務部 電話 (026) 296-1551 Fax (026）296-1631
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新型無人受付機
ウェルタッチ

“らくらくスタンド”



   ２．対象範囲

１）認証・登録の対象及び活動範囲

各種板金加工、金型の設計・製作、精密機械加工、受託製品・自社開発製品の

設計開発・製造・販売

２）対象事業所

長野駒沢工場・長野穂保工場・新潟工場・長野豊野工場・開発部
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３．環境経営方針



   ４．環境経営目標･活動計画とその実績

      4.1  2021年度の環境経営目標　（第六期）

   本活動の第六期(2020年度～2022年度)の活動に当たり、第五期の実績を分析した結果に、今後の

事業予測を加味した目標を設定しました。

   今年度は「第六期中期計画」の最終年度であります。適正な企業成長を図りながら、 環境負荷低減

のため、継続的に改善を推進いたします。  

【環境目標一覧】

 【活動目標改定の概要】

　　　※１ 電力排出係数　(中部電力　0.000431、東京電力エナジー　0.000441）

　　　※2 削減活動が定着した為、今後は活動を維持する。

　　　※3 生活排水のみの使用まで削減しましたので、監視項目とする
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監視項目

二酸化炭素の排出量を
2020年度実績　2％削減

1％削減
(2018年度実績比)

2％削減
(2020年度実績比)

1％削減
(2018年度実績比)

1％削減
(2020年度実績比)

2％削減
(2020年度実績比)

　
豊野工場を除く

2018年度実績の維持

　
豊野工場を除く

2018年度実績の維持

2022年度

監視項目

1％削減
(2020年度実績比)

2018年度実績の維持 2018年度実績の維持

監視項目

スクラップ発生率を2018年
度実績の維持（豊野工場除く）

　
豊野工場を除く

2018年度実績の維持

2020年度 2021年度

電力の単位当り使用量を
2020年度実績比 2％削減

2018年度実績の維持
廃棄物の発生量を
2018年度実績の維持

中 期 目 標
単  年  度  目  標

水道水の使用量は
監視項目として推移を把握

購入及び調達品の
グリーン調達を維持

化学物質の調査

購入及び調達品の
グリーン調達を維持

化学物質の調査

購入及び調達品の
グリーン調達を維持

化学物質の調査

環境保全活動の推進
 （社外活動に年間2回参加）

工場・周辺の美化活動 工場・周辺の美化活動 工場・周辺の美化活動

購入及び調達品の
　　グリーン調達を推進

※1

※1

※3

※2



   ４．環境経営目標･活動計画とその実績 (続き)

      4.2 目標達成のための活動組織

   トップダウンによるマネジメント活動と全員参加のボトムアップで活動の活性化を目指す委員会

活動との連携 により、全員参加で「事業・品質・環境」の各目標達成を目指しております。

　　 

　新規事業の立上推進

QMS/EMSの運用管理及び委員会活動支援

      全社の総務及び人事担当、安全衛生活動事務局

      営業、技術、製造、検査及び品質保証

      営業、技術、製造、検査及び品質保証

      営業、技術、製造、検査及び品質保証

　　  精密機械加工、金型設計・製造

　　自社製品及び委託製品の設計・開発、及び販売

　  　新規開拓・グループ営業

ＩＳＯ９００１品質マネージメントシステムの運用

※ 計測機器の定期校正、及び自主校正管理

エコアクション２１マネージメントシステムの運用

含有化学物質調査及びお客様への回答業務の推進

  事業継続計画の構築を推進する

       　※ ＯＡ機器及びセキュリティ管理

    安全衛生活動を推進し、安全と安心の職場づくり

　　　　　工場の美化活動並びに５Ｓ活動を各職場で牽引する

　　　　　品質・作業改善、環境改善等の提案活動推進と審査

  職場の挨拶を活発にして、親交を深める

  従業員の教育活動を推進し、スキルアップを図る

５Ｓシンボルマーク
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社 長

総務部

駒沢工場

穂保工場

新潟工場

開発部

豊野工場（精密ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部)

各委員会

ＱＭＳ委員会

ＥＭＳ委員会

安全衛生委員会

５Ｓ委員会

提案委員会

あいさつ委員会

化学物質担当

ＢＣＰ策定担当

人財育成委員会

計測機器担当

ＯＡ・情報セキュリティ委員会

環境管理責任

第一事業部

第二事業部

営業推進統括部

管理統括部

新規事業推進部

管理部



   ４．環境経営目標･活動計画とその実績 (続き)

      4.3  2022年度の環境経営目標と実績

   「第六期中期計画」で取り組んできました2022年度活動結果を報告致します。

１．活動目標と実績一覧

年　度 2019年度 2020年度 2021年度

実 績 実 績 実 績 目 標 実 績

389 401 375 393 377

CO2排出量 (ton) 1,419 1,091 1,206 － 1,204

627 700 655 686 644

年間電力量 (MWh) 2,105 1,907 2,107 － 2,061

21.63 14.74 13.64 16.20 13.10

廃棄物排出量 (kg) 79,020 40,116 43,848 － 42,132

0.84 0.83 0.88 0.93 0.81

用水使用量 (m3) 3,072 2,244 2,772 － 2,592

51.7% 35.0% 36.6% 44.2% 45.1%

スクラップ量 (ton) 514.0 386.5 436.0 － 441.6

長野：1 長野：2 長野：2 長野：2

新潟：1 新潟：1 新潟：0 新潟：0

注) 1. 二酸化炭素排出量における電力の換算係数は中部電力実排出係数を使用

東京電力エナジーパートナー0.000441t-CO2/kWh（2019年度）

２．活動計画と結果の概要　

   第六期の最終年度は2021年度の活動を継続し、全社展開による５Ｓ活動推進による合理化及び

ISO9001に基づく生産性向上・5S改善及び小集団活動を中心に進めてきました。

　2022年度は、コロナウイルスによる経済の停滞がありましたが、CO2・電力・廃棄物・水道については、

目標を達成しました。日々の社員による5S改善活動やコストダウンを目的とした小集団活動を地道

に取り組んだ成果が環境目標達成に、大きな役割を果たしました。

　スクラップ率は、生産加工方法の改善により材料の有効利用と不良低減、生産計画に基づいた

ネスティングに取り組んでいますが、新しい製品を取り込んだ事により、試作が増加しスクラップ率は、

増加しました。

　2022年度削減目標は、2020年度実績に対して2%削減の設定を計画しました。2023年度削減目標は、

2022年度実績に対して1％削減の設定を計画しています。
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新潟地区はコロ
ナウイルス予防
で中止。

 廃棄物排出量の削減
                （kg/百万円）

 スクラップ発生率の削減 (%)
  (材料購入量に対する排出量)

 環境保全活動の推進
　　　　社外活動への参加回数

年2回

 (監）水道水使用量の削減
　　　　　　   　　（㎥/百万円）

×

2020年比
8%改善

2020年比
12%改善

2020年比
13％増加

2020年比
28％増加

○

 電力の使用量の削減
                  (kWh/百万円)

○

評   価2022年度

2020年比
6%改善

第6期(2020～2022年度）　 中部電力0.000431t-CO2/kWh（2019年度）

 二酸化炭素排出量の削減
                  (kg-CO2/百万円)

○

第4・5期(2014～2019年度） 0.000516t-CO2/kWh（2012年度）

単年度結果

○

     目  標  項  目

(注1)



   ４．環境経営目標･活動計画とその実績 (続き)

      4.3  2022年度の環境経営目標と実績
３．実績の推移

  　　2004年より開始いたしました、環境への取組は、2007年から「原単位目標」に移行して活動を進めてきました。

　　以下に2013年度以降の目標及び実績値の推移を示します。

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実 績 617 510 529 499 436 440 388 400 375 377

目 標 692 799 783 771 495 518 513 436 397 393

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実 績 995 945 998 903 759 677 627 700 655 644

目 標 1,175 1,245 1,175 1,210 894 801 793 670 693 686

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実 績 11.50 13.00 9.63 8.30 9.77 16.20 21.63 14.74 13.60 13.10

目 標 13.33 13.60 13.52 13.38 8.30 8.30 8.30 16.20 16.20 16.20

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実 績 1.82 1.05 1.11 0.93 0.83 0.79 0.84 0.82 0.83 0.93

目 標 1.27 1.82 1.23 1.22 0.93 0.93 0.93 0.93 0.93 0.93
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   ４．環境経営目標･活動計画とその実績 (続き)

      4.4  数値目標外の活動

１． 清掃・美化活動

  工場及び地域(工場団地周辺) の環境整備並びに動植物との共生に貢献できる各種の自然環境の

保護活動を推進しております。

   1) 工場内美化、環境保全活動

  　５Ｓ委員会と安全衛生委員会で工場美化活動を展開し、

     ・工業団地内清掃作業に参加

     ・春（6月8日）と秋（11月15日）の工場周辺一斉清掃(長野地区）

 　　・春（3月25日）、工場敷地隣接公道側溝の清掃（新潟地区）

     ・長野市道の土手草刈り及び毎日の歩道清掃作業

　2）地域ボランティア活動 (新潟工場)

“クリーンキャンペーン”

　　　※コロナウイルス予防のため中止
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春の一斉清掃作業（穂保地区）
秋の一斉清掃作業（穂保地区）

秋の一斉清掃作業（豊野地区） 側溝清掃（新潟地区）



   ４．環境経営目標･活動計画とその実績 (続き)

      4.4  数値目標以外の活動 (続き)

２．非常事態の想定と訓練
  洗浄液・廃油、灯油等の溶液漏れの発生時を想定し訓練を毎年実施して来ました。地震発生時の避
難、初期消火及び救助を含めた「総合防災訓練」を10月に、工場毎で計画しました。
（駒沢工場11月7日、穂保工場10月26日、新潟工場4月5日、開発部10月21日、豊野工場10月26日実施）

  また、令和元年台風19号における千曲川の堤防が決壊して水害に遭い、その経験から洪水を想定し
て大雨の際は、国土交通省千曲川河川事務所の立ヶ花観測所の水位をHPから監視し、水位によって
避難準備、避難行動を行う様に、BCPマニュアルに手順を明確にしました。　

３．グリーン調達(化学物質)への取り組み

環境対応製品の調達(グリーン購入)への取り組みには対応が済みましたので、購入時のチェック

   項目として、全ての調達品の含有化学物質調査 “グリーン調達” に専任(化学物質担当)者を任命して

    RoHS2/Reach規制、及び化管法、PRTR法への対応を進めています。

《含有調査件数》  ･･･ お客様回答件数

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

53 312 49 52 62

53 312 49 52 62

573 1,940 908 2,527 646

36% 103% 339% 278% 26%

４．お客様・地域コミュニケーション

  地域(外部)からの苦情受付及びお客様並びに公官庁、他からのアンケートや問い合わせへの回答

を顧客コミュニケーションとしてカウントしています。

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

17 12 15 11 13 20

17 12 15 11 13 20

  ※ 2013年よりルール化してカウントしていますので、以前はカウント漏れがあると推測します。

《内訳》 環境への取り組み 2件 CSRへの取り組み 5件 産廃管理 0件
紛争鉱物への対応 7件 BCPへの取り組み 2件 その他 4件
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前年比 (%)

記  事 ・ 備  考

受付件数

回答件数

化学物質調査 記  事 ・ 備  考

調査受付件数

調査回答件数

調査回答点数

通報 避難

消化訓練点呼



  ５．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価、並びに違反、訴訟等の有無

5.1  当社に適用となる主な環境関連法規制と遵守状況
  当社に適用される環境関連法及び各種規制の情報収集とチェックを行っております。

過去及び2022年度に施行された、法令・条令及び関連の規制及び従来からの法規制に於ける点検

の結果からは、改善の余地は認められましたが、違反となる項目、行為はありませんでした。

【添付-1】 当社に適用される環境関連法規制と遵守状況

5.2  今年度の寄せられた違反、訴訟等
　　定期的に、当社に適用される環境関連法令及び各種規制の情報収集とチェックを行い、現在及び

過去において、違反等の問題ないことを確認しております。

5.3  今年度の寄せられた苦情
　　今年度環境に関する苦情は有りませんでした。

  ６．代表者による全体評価と見直し

  当社は製品の設計・開発から、製造、品質保証、アフターサービス迄の品質体制を「ＩＳＯ９００１」で、

環境への貢献を「エコアクション２１」、 と二つのマネジメントシステムを活用して、“アイディアを実現する

提案型ものづくり” を目標に活動を推進しております。

　また、BCP（事業継続計画）の運用も行い非常にも強い企業体制の構築にも推進しています。

  設備投資や社員による5S改善や小集団活動などの改善活動み全社員で取組んでいます。これらの

活動から生産性向上や無駄の削減による効果は、電力削減となりＣＯ２排出量の削減に繋がり環境

負荷低減への貢献と共に費用削減に直結します。

　また、スクラップ率改善と廃棄物の削減は資源の削減と共に企業の収益改善に直結するテーマであります。

　2022年度は、CO2・電力・廃棄物・水道使用量のは、目標を達成することが出来ました。スクラップ率

については、目標に対して未達成となりました。

　2020年2月には、長野県のＳＤＧｓ推進企業として登録しました。当社は2030年までに3つの大きな

目標を掲げました。2021年度の結果は、目標に対して以下の様になっています。

【目標】

①CO2排出量の10％削減 ⇒2019年度1,419ｔ⇒2022年度1,204ｔ　2019年度比15％削減

②電力使用量の10％削減 ⇒2019年度2,105MWh⇒2022年度2,061MWｈ　2019年度比3％削減

③女性管理職比率の25％増加と女性採用比率の40％増加

⇒女性採用比率2019年度25％⇒2022年度24.8％

⇒女性管理職比率2019年度8％⇒2022年度11.9％

　2023年度は、第七期中期計画の初年度となります。マネジメントレビューにおいて、効率的なエネル

ギー使用の生産検討とクリーンエネルギー活用やサプライヤーチェーンを含めたCO2排出量の把握に

よる、新たな環境活動への取り組みを考える一年とします。

　現在の環境問題を直視し、微力ですが当社が地球環境に貢献出来る様に、マネジメントシステムを

活用・推進して、お客様と地域の皆様に安心と信頼性向上に努力して参ります。

 代表取締役 堀　豊

担当者  品質環境事務局　 吉田 孝朗
連絡先 電話 026-296-1551

FAX  026-296-1631
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別紙1

駒沢工場 穂保工場 新潟工場 豊野工場 開発部

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） ○ ○ ○

騒音規制法 ○ ○ ○ ○ ○

振動規制法 ○ ○ ○ ○ -

下水道法 ○ ○ － ○ ○

浄化槽法 － － ○ - -

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 － ○ － - -

地球温暖化対策の推進に関する法律 ○ ○ ○ ○ ○

資源の有効な利用の促進に関する法律　 ○ ○ ○ ○ ○

特定家庭用機器再商品化法 ○ ○ ○ ○ ○

フロン排出抑制法 ○ ○ ○ ○ ○

使用済自動車の再資源化等に関する法律　　 ○ ○ ○ ○ ○

労働安全衛生法 ○ ○ ○ ○ ○

消防法 ○ ○ ○ ○ ○

特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善（化管法） △ △ △ △ △

エネルギーの使用の合理化に関する法律 ○ ○ ○ ○ ○

電気事業法　電気関係報告規則 ○ ○ －

高圧ガス保安法 ○ ○ － - -

長野市公害防止条例 ○ ○ － ○ ○

長野市廃棄物の適正な処理の確保に関する条例 ○ ○ － ○ ○

長野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 ○ ○ － ○ ○

長野市下水道条例 ○ ○ － ○ ○

長野市火災予防条例 ○ ○ － ○ ○

新潟県生活環境の保全等に関する条例 － － ○ － －

新潟県産業廃棄物等の適正な処理の促進に関する条例 － － ○ － －

燕・弥彦総合事務組合火災予防条例 － － ○ － －

関
 

連
 

法
 

令
 
・
 

条
 

例

　当社に適用される環境関連法令

（「○」は適用（将来適用を含む。）。　「△」は適用されないが、把握・管理をする。　「－」は適用されない）

法 令 等 の 名 称
工   場 / 部   門
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